
江津商工会議所 地域経済動向調査報告（概要版） 

令和２年度 第３四半期（１０～１２月） 

（１） 調査時点 ２０２１年２月１日時点 

（２） 調査方法 郵送により実施 回答５６件 

（３） 調査対象 当所会員名簿から業種のバランスを考慮し抽出 

※本調査より調査項目・様式を若干変更している。 

1. 景況天気図 
特に好調 好調 不変 不振 極めて不振 

     
50≦DI 25≦DI<50 0≦DI<25 ▲25≦DI<0 DI<▲25 

DIとは…（増加・好転・過剰の企業割合）－（減少・悪化・不足の企業割合） 

 

 

前年同期比 全業種 製造 建設 運送 卸・小売 
飲食・ 

サービス 

売 上 高 
      

▲36 ▲39 6 ▲60 ▲65 ▲40 

資 金 繰 り 
      

▲16 ▲42 ▲13 ▲40 ▲12 40 

業 況 
      

▲33 ▲54 ▲27 ▲40 ▲18 ▲40 

採 算 

（経常利益）       

▲33 ▲69 ▲31 ▲40 ▲6 ▲20 

雇用（今期水準）  ▲24 8 ▲63 ▲20 ▲12 12 

在庫（今期水準）  19 31   12  

 

2. まとめ 

2020年 10～12月は、前年同期（2019年 10～12月）と比較し、引き続き新型コロナウ

イルス感染症の影響で建設業を除くすべての業種で売上高が減少した。それに伴い、資

金繰りや、業況、採算についても前年同期で悪化したという回答になった。飲食サービス

業で特に飲食・宿泊業で見ると、ＧＯＴＯキャンペーンや県・市の各種のプレミアム付の

利用券の発行もあってか、資金繰りで好転がみられた。しかし、年末年始にかけて全国で

の新型コロナウイルス感染者数が増え予約のキャンセルが相次いだとの回答もあった。 

経営上の課題では、これまでの「需要の停滞」に加えて、製造業や運送業、卸・小売業

で「設備や店舗の不足・老朽化」を挙げられている事業所があり、先行きが見えないコロ

ナ禍での設備投資へ慎重になったり余力がないといった声もあった。 

 


